








































































































　2016 年 10 月、ついに構想は本格化し、システム共同運用に向けた基本合意が
なされた。当時は、Ex Libris 社の Alma を使ったコンソーシアムが世界レベル
で何例か誕生しており、OCLC は「WorldShare Management System」を普及














　2016 年 12 月、毎年開催されている OCLC のアジア太平洋地区の会議（OCLC 




Alma/Primo を採用した。香港の JULAC（Joint University Librarians Advisory 
Committee）である。香港大学や香港中文大学など香港の主要 8 大学から構成さ
れており、早稲田でも使用していた III 社の製品（Innopac, Millennium, Sierra）
のユーザーでもあった。早稲田は 1998 年 11 月、それまでのホストコンピュータ
を用いた図書館システム「DOBIS」からサーバ機で稼働する「Innopac」へ移行
したと前に述べたが、この際にも香港大学の動向を大いに参考にしている。香港




















4　【第 2期】システム選定期（2017年 5月～ 2018年 2月頃）




5 月 25 日には第一回目の「早慶図書館システム共同運用会議」が開催され、正
式に検討が開始された。ここでは大まかなスケジュール、チーム毎の課題が共有






　ここからしばらくは RFP 作成が主な活動となり、参考となる RFP を集めると
ころから着手した。慶應からは Aleph 導入時に作成したもの、そしてアメリカ
でワシントン大学などが加盟するコンソーシアム「ORBIS Cascade Alliance」が
Alma/Primo を採用した際に使用したものが Web 上に公開されており、それら
を大いに参考にした。各業務別のチームを作り、必要な要件を取りまとめ、合計
で130を超える要件をリストアップし、加えて4つの大きな柱（会社実績、サポー
ト体制、価格、移行スケジュール）を頭に据えて、2017 年 8 月 7 日に RFP を完
成させた。主な要件は以下の通りである。
• コンソーシアムへの柔軟な対応、また大学毎の独自性も確保されること
•業務基盤のクラウド化（24 時間 365 日稼働）
•紙媒体資料と電子資料の統合システム（業務およびディスカバリーとして）
•MARC21 フォーマット、WorldCat への登録が容易



















のを最終結果として上申した。2017 年 10 月 31 日、早慶の図書館事務方トップ
の同席のもと、Ex Libris 社の製品 Alma/Primo（後に Primo VE）を選定するこ
とが事実上決まった。
　その後、Ex Libris 社との契約締結に向けて、契約内容の調整や金額の交渉を











　この頃、Ex Libris 社より Alma/Primo VE のテスト環境（早慶共有部分とな















明する場を 2018 年 1 月に用意した。これから先、データの移行や新システムお
よび新しい目録作成体制の導入など、現場スタッフの協力は不可欠であり、ス






5　 【第 3期】システム開発期・データ移行期 
（2018年初め～ 2019年度前半）
5. 1　統括






各チームリーダーによる会議を定期的に行うこととし、2017 年 12 月 26 日に第 1











　Ex Libris 社との契約上、システムの移行にむけた正式なキックオフは 2018 年
10 月となっているが、それに先立ち 2018 年 4 月にプレキックオフを行い、この
写真：早慶リーダー会議の様子（2019年 1月）
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後 Ex Libris 社と定期的に PPM（Project Preparation Meeting）を、キックオフ
までの間、続けることとなる。この PPM を使い、各チームは業務フローの検討










•2018 年 4 月　ワークショップ
•2018 年 7 月　日本（語）環境開発ワークショップ
• 2018 年 8 月　IGeLU in Prague（Ex Libris 社製品のユーザー会）に服部・鈴
木（早稲田）、五十嵐・飛（慶應）が参加。ディスカバリーシステムの担当者
らと会合
• 2018年 9月　Primo VEの日本語関連課題解決に向けたWebミーティング（以
降、定期的に開催）
































行った。8 月 30 日（金）から 9 月 1 日（日）までを移行のための全館休館とし
たうえで 9 月 2 日（月）より新 WINE を稼働しサービスを再開することを広報し、














ｂ．データ移行（Migration や Data Mapping など）










Sierra システムから Alma への移行）が世界中で多くあり、驚くことにマニュア






























て「Basecamp」が Ex Libris 社から提供された。以後、この Basecamp を使っ
て Ex Libris 社や早慶間でコミュニケーションを取ることになった。なお、早
稲田内では、2017 年 7 月の RFP 作成の頃から「Backlog」というグループウェ
アを契約し、課題の管理を行っていた（以後、2019 年 1 月頃まで活用し、閉
鎖した）。こういったプロジェクトを進めるに当たってグループウェアの重要
性は大きい。不慣れなツールではうまくいかないこともあり、当初 Backlog 
で TODO を管理し始めたが、途中で TODO の立て方を見直す場面もあっ 
た。また、複数のグループウェアを使うことにより、ツールによって得手不 
得手があることを実感した。（後日譚となるが、早稲田では Backlog を止めた




• 2018 年 5 月 16 日、データ移行に関するアドホックの Meeting を行った。早慶
それぞれで現行のシステムが異なるため、データ移行に関しては今後、早慶
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別々に Ex Libris 社と会合を持つようにした。
• 2018 年 7 月 23 日、Ex Libris 社側と日本・日本語環境の開発に関する会議を
開催。PrimoVEでの日本語検索や利用者データへの氏名読みフィールドの追加、
インターフェースの日本語訳などについて要望を上げた。







• 第一回のデータ移行テスト（2019 年 1 月）。2018 年 12 月末までにデータの抜




















• 本番データ移行（2019 年 8 月）。これに先立ち、データの凍結（現行システム
での更新処理停止）を 6 月末より順次、目録の修正禁止や新規発注の停止など
から行った。7 月末には全てのデータを提出し、紆余曲折を経て、8 月 15 日に
本番環境の確認が出来る状態にまで漕ぎつけた。その後、各チームで確認作業




こととなった。翌 8 月 30 日（金）、その結果を確認し、ようやく受け入れられ





























































大 2 回まで延長可能としていたが、Alma は更新回数では延長限度を設定できな
い仕様であり、標準貸出期間の 3 倍を最大の更新可能日数とするものに変更した。
　規則の見直しで最も大きな変更となったのは、延滞ペナルティである。早稲田
は旧システムでは反則点による罰則（50 点溜まると 14 日間貸出停止）で運用し
























のフィールドは用いず Last name のフィールドに姓名を半角スペースでつなげ

























のみ、2019 年 8 月 30 日（金）のカットオーバー直前に実施することになり、移
行前データの確認や移行後のチェックといった作業は、非常に限られた時間の中
で行わなければならなかった。また、旧システム利用者データの凍結後も、8 月
27 日（火）から 29 日（木）までの 3 日間は、資料の貸出こそ不可という形では
あるものの開館サービスを行い、図書館の全面休館は 2019 年 8 月 30 日（金）か



















研究図書を扱う 1 階の 2 ヶ所に貸出・返却カウンターがある中央図書館がこれに



















　ディスカバリーチームでは、早稲田、慶應とも、2017 年度末、2018 年 3 月に



















という点であった。特に NDC（日本十進分類）を含む MARC フィールドであ
る tag084 がインデックス対象となっていないことは、大きな懸念事項であった。
また、早稲田で過去の階層書誌の経緯から使用していた 5XX 番台の MARC
フィールドについても、タイトルとして検索できない状況が明らかとなってきた。
さらに、検索順位や検索正規化についても期待とは異なる点が散見され、次第に








　そこで、早慶は Ex Libris 社に要望し、同社開発チームとの直接の対話交渉の
場を設けることとなった。通常のシステム移行サポートとして用意されるミー
ティング（Project Meeting）とは別に、Primo VE の開発者に直接訴えることで
課題の進捗を期待したのである。このような経緯から、2018 年 7 月 23 日に最初
の日本語対応ワークショップが、イスラエルとのオンラインビデオ会議で開催さ
れた。このワークショップは、2019 年 9 月の移行開始までの間に都合 5 回開催
され、同期間に 25 回開催された Project Meeting とともに日本語環境の開発要
望を伝える重要な機会として機能した。

























田では、2018 年 11 月 16 日および 11 月 19 日に、全図書館職員を対象とする説
明会を実施した。これ以降、ここまで整えてきた Primo VE のテスト環境（Sand-
box）を全館員にアクセス可能とし、検索機能の検証への参加と、設定等への意
見募集を開始することが可能となった。
　2019 年 1 月には、Primo VE の本番環境（Production）を受領し、機能に問題
が無いことを確認しつつ、これまでテスト環境で行ってきた設定を本番に適用さ








境でこの調整を行いながら、一定の解決を提示した。また、2019 年 3 月以降、
Ex Libris 社は、検索機能の改善に資する新機能を毎月のようにリリースした。



















公開見送りも視野に入れつつ Ex Libris 社との検討を続け、2019 年 7 月のアップ
デートでようやく利用に耐えうる改善が行われたことを以て、移行を決定した。

























資料については、業務管理システム Millennium と検索システム WINE（OPAC）
を主体に運用されていたのに対し、電子資料は ProQuest 社が提供するメタデー




子ジャーナルについては 360 からの MARC データを、一部の電子ブックについ




ムに切り替わることで、Alma と Primo VE という紙資料と同じシステムで運用
することが可能になった。これは、電子資料のメタデータを、Alma 上の Cen-
tral Knowledge Base（以下、CKB）、いわゆる Alma の KB にて管理・設定が可
能になったことで実現できていると言える。
　新システム稼働にあたっては、360 の KB で管理していた電子資料のデータを
CKB にいかに正確に移行するかが重要事項であり、移行に際しては多くの検証








　データ移行にあたっては、360 で activate されているデータ、つまり、早稲田
でアクセス提供している電子資料のデータを抽出し、csv 形式ファイルを Ex Li-
bris 社の FTP サイトに転送し提出した。対象件数は、E-Collection：884 件、E-
Journal/Ebook title：915,198 件という膨大な数となった。
（2）　移行ロジック
　Ex Libris 社の設定する、360 から Alma への移行ロジックの概要は以下のと
おりである。
①　移行先コレクションの識別・判定
　360 のコレクションを Alma のどのコレクションに適用させるかの識別・判






致する」、というよりは「最も近い」Alma のコレクションが activate される
ロジックになっている。
②　1-to-many（1 Alma KB - Many 360 KB）
　Ex Libris 社の Guide によると、360 では複数のコレクションに分かれてい
るものが Alma では大きな 1 つのコレクションの中に移行されるケースが多く










tive は、360 でコレクション内の一部のタイトルのみが activate されている状
態であり、この場合は、データ移行時に、コレクション内のタイトルについて
1 件 1 件 ISBN もしくは ISSN でマッチングが行われる。マッチしたタイトル
は Alma の Community Zone（以下 CZ）にある CKB で activate され、マッ
チしなかったタイトルは Alma のローカルゾーンである Institution Zone（以






5. 5. 4　データ移行テスト 1回目（2019年 1月）





スとは、360 データに該当する Alma のデータがないというシステムによる判断
から、Alma に移行されないデータベース（コレクション）である。これについ




　2 点目は、1-to-many による移行不具合である。前述したように、1-to-many と
は、360の複数のコレクションがAlmaの1つのコレクションに移行されるロジッ
クであるが、どのような不具合か例を挙げて説明したい（図 4）。360 で activate
されていた①「Nature Journals Online」というコレクションと、②「Nature 
Journals Archive」というコレクションが、Alma では「Nature」という 1 コレ
クションに移行するマッピングとなっており、①は 174 タイトル中 19 タイトル
が activate されている Selective なコレクション、②は 1 タイトル中 1 タイトル
図 3：All と Selective による移行の違い
「早慶図書館業務共同化プロジェクト」の発足と図書館システム移行の経緯
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が activate されている All のコレクションであった。この 1-to-many の移行にお
いて、②のAllの方が認識されてしまったため、移行先の「Nature」はコレクショ
ンの中身のタイトルは比較されることなく、118 タイトル中 118 タイトルすべて
が activate されてしまう事態となった。つまり、本来 19 ＋ 1 ＝ 20 タイトルのみ
が activate されるべきところ、早稲田が契約していない約 100 タイトルが余分に
activate され Primo VE で検索結果として表示されてしまうということになる。
これは利用者を混乱させ大きなクレームにもつながりかねない。他にもこのよう
な不具合に該当するコレクションが多数発生してしまったのである。なぜ、②の
ALL が認識されてしまったかについて Ex Libris 社に確認したところ、おそらく
360 の複数コレクション（①、②）のうち、最初にシステム認識された方のコレ








ストロードを Ex Libris 社に依頼し、事前確認を行うこととした。
図 4：1-to-many による移行不具合例
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5. 5. 5　データ移行テスト 2回目（2019年 5月）
　データ移行テスト 1 回目で発生した問題を解決すべく準備を行いデータ移行テ
スト 2 回目に臨んだところ、1 回目の不具合は解消されたものの、別の問題が発
生することとなった。











われたことによるものである。7 月の Ex Libris 社の GAP データベースの対応
が間に合うのか心配が大きくなった。




ことからも 360 から Alma へのプログラムによる移行に問題点が多いことが十分
に分かったが、残り 3 ヶ月もない中で移行方針を変えることは難しいと判断し、
これまで通りデータ移行で対処することとした。
5. 5. 6　本番移行に向けての準備（2019年 6～ 7月）






























































American Cataloging Rule 2nd（AACR2）を適用しており、慶應では和書は
AACR2 と一部 NCR、洋書は Resource Description and Access（RDA）を採用
していた（2019 年 4 月より和書も RDA）。早慶共同目録では、和書・洋書とも






































































タの事前マッチングを行った。OCLC Control Number、ISBN と出版年などを
キーにしてマッチングを行い、マッチした早稲田の書誌データから OCLC Con-
trol Number やローカルデータを慶應の書誌に書き込む処理を行った。この作業
を 2 回行い、図書約 51 万件、雑誌約 2 万件がマッチした。また、同定が難しい
ものについては、無理にマッチさせず、システム移行後に直していくこととした。
5. 6. 4　Alma へのデータ移行
　Alma への目録データの移行は、以下の手順で行われた。
• 慶應の書誌を Alma の早慶共有エリアであるネットワークゾーン（NZ）にロー
ドする










① 早稲田の古典籍の書誌は、資料の画像データへの URL を持ち、利用者向けイ




















　目録チームでは、所蔵データの移行準備も行った。Millennium と Alma の所
蔵データの構造は大きく異なり、移行準備を行う前にまずはデータ構造を理解す
る必要があった。
　Millennium の所蔵データは Item という 1 種類のレコードだったことに対し、
Alma の所蔵データは Holding という配架場所を管理するレコードと、それにリ
ンクする Item というレコードの 2 種類から成っており、それらをあわせて In-
ventory という（図 4 参照）。次に、Millennium の Item に登録されている情報を、
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Alma の Holding と Item にどう移行するか検討した。単純な移行ができなかっ




porary Location（一時的な配架場所）を設定したり、Work Order という機能の
設定をしたりといった検討が必要だった。








図 4：Alma の書誌データ、Holding と Item（Inventory）の構造、


























　発注データ（Alma では Purchase Order Line、略して PO Line とよぶ）は発
注する箇所が作成することとし、作成した PO Line はメールによって業者に直
接送信することを原則とした（対応いただける業者には、後述する EDI-Elec-









　また、見計らいやリスト発注など一度に多くの PO Line を作成する際の処理
手段としてエクセルファイルによる EOD（Embedded Order Data）で PO Line












































　① 　2018 年 12 月 4 日　第 1 回 Alma 説明会 中央図書館 AV ホール　20 分
　Alma の Acquisition 機能の概要を説明した。






　さらに、運用開始が近づいた 7 月には 3 回の説明会を開催して手順の説明を
行った。
　③ 　2019 年 7 月 1 日　新システムスタッフ向け説明会 8 号館 408 教室　90 分
　④ 　2019 年 7 月 3 日　新システムスタッフ向け説明会 8 号館 408 教室　90 分



























定した。2019 年 5 月 17 日には、中央図書館 AV ホールに依頼先業者に集ってい
ただき、Alma導入に伴う発注、納品、請求方法の変更内容を説明する会を催した。
さらに、各社から出された質問を基にした Q&A をまとめ請求対応取引先に公開





5. 7. 7　Acquisitions Infrastructure の構築と発注データ移行
　Millennium からの発注データ移行および Alma 導入後の発注データ作成のた
めには、まず、Acquisitions Infrastructure の構築と各種コードや受入に係る
Configuration の設定が必要であった。Acquisitions Infrastructure とは Vendor、




うのに対して、テストロードがなく、他レコードの 1 回目のテストロード時に 1
回限り行われる確定ロードであったこと、早稲田では運用上ひとつの Vendor レ








　なお、Millennium から発注レコードを抽出する準備のため、2019 年 6 月 28 日













ル（Millennium and Sierra (III) to Alma Data Delivery and Migration 
Guide）（*7）を読むところから着手した。

























② Alma では製本雑誌も未製本の雑誌も Item レコードを作成することが必須で









それにより対応することとした。ただし、生成される Item レコードの Descrip-
tion の部分には巻号等が入っていないので、移行後、既所蔵分の情報を追加する
など手当が必要となった。既所蔵分の情報をまとめて入れることを想定して作成
することとしたので、便宜的に“まとめ Item”と呼んだ。このまとめ Item は、
すでに Item レコードを作成していた中央図書館をはじめとする 3 箇所の Hold-
ing にも生成されてしまうことになるので、移行後それらの箇所ではまとめ Item
を削除する作業を行う必要性が生じることとなった。



























リングのための箇所訪問は 2018 年 7 月の 1 ヵ月の間に集中的に行われた。
　この後、各箇所・委託スタッフ向けには操作方法の実習を含めた、Alma 説明






のであれば購入、寄贈に関係なく一律に PO line type は継続発注用の発注タイ
プである“Print Journal ‒ Subscription”を選択し、購入分については、Acqui-
sition method を“Purchase”（発注先の業者が E メールで受付が可能な場合）、
または、“Purchase-without letter”（発注先の業者が E メールで受付が不可能な
場合）を選択し、受入の際は Receive 処理の後、Item レコードを作成し、さら
に請求額をもとに Invoice を作成するというのが基本的なフローである。









　テストロードにあたって、Millennium の各フィールドが Alma のどのフィー
ルドに移行されるかを規定した Field Mapping Sheet を 2018 年 12 月に提出し、
2019年の年明けに行われた1回目のテストロード後、初めてMillenniumの全デー










um のレコードの更新は 2019 年 7 月 26 日を以て終了し、以降の更新内容は移行
されないこととなったが、雑誌についてはレコードの更新終了後も利用者の便宜
を図るべく、Lib has への最新号の反映など、一部レコードの更新を継続する対

























































　当初は 2020 年 4 月や更に遅い日程でのシステム連携を検討していたが、財務



















後は、3 ヶ月に 1 度、Ex Libris 社の担当者を招いてのオンサイトミーティング
において、継続的な課題を取り扱うこととなった。早慶リーダー会議についても
当面はシステム移行までと同様に、月に 1 回開催して、現状報告、課題の共有と




































　大きな変更点として、ユーザー会にも触れておきたい。Alma や Primo など
Ex Libris 社の製品を採用している大学や機関が組織したユーザーによる会があ
り、世界レベルでは IGeLU（The International Group of Ex Libris Users、
https://igelu.org/）がある。毎年大会を開いており、早慶からもメンバーを派遣








































Date Correction after Calendar Change）だが、旧システムにはなかったもので、
コロナ禍において Alma の恩恵を受けた形となった。
　他方で、運用を通じて明らかとなった課題にも触れておく。まず、学内図書の



























































代 OPAC は十分に普及したとは言えず、代わって、データベース自体の index
を内部に持つ「ディスカバリーインデックス（統合検索方式）」が、次第に普及





6. 4. 2　旧統合検索WINE Plus の移行
　実は、早稲田では、Primo VE を導入する以前から、このディスカバリーイン
ターフェースを導入していた。それが、旧システムから統合検索 WINE に移行
した 2 つ目、「統合検索 WINE Plus」である。このサービスは、当時の Serials 
Solutions 社の Summon という製品によって提供されていた（ブランドの買収な























ステムである。そのため、Primo VE、すなわち新 WINE の導入によって、この




































する」が前述の蔵書検索 WINE（OPAC）であることがわかるだろう。2019 年 9

















































































況が生じてしまう。さらに、これらの問題については Ex Libris 社と何度も交渉
を重ねてはいるものの、解決にはまだ時間がかかることが現時点でわかっている。













































6. 7. 1　Alma での運用開始





















　一方、Alma では PO Line 作成時に One Time、Standing Order、Subscrip-
tion などといった PO Line type を選択する必要があり、1 回限りの発注である
か継続であるか、継続の場合にどのように管理するのかを発注段階で決定する必
要がある。PO Line type は、その後の受入や Invoice レコードの作成にも影響す
る上、確定後は修正することができない（PO Line を再作成する必要がある）。
継続図書の場合、多くはStanding OrderかSubscriptionを選択することになるが、
それは PO Line が使用する書誌が単行書誌となるか集合書誌となるかに大きく
依存する。早慶共同目録の開始によって、早稲田がこれまで作成してきた書誌が
必ずしも維持されるとは限らない。つまり、従来は単行書誌が作成されていたも






になるかで PO Line をどの単位で作成するかといったケースを除けば、ほぼ問
題なく運用できるようになっているといえよう。
　受入センターと目録ユニットの設置に伴い、受入が済んだ図書がどの工程にあ









けについても触れておきたい。標準的には、PO Line の Interested user 機能（詳
しくは Ex Libris 社の情報サイトを参照のこと https://knowledge.exlibrisgroup.
com/Alma）を用いると思われるが、早稲田では Standing Order タイプの PO 
Line で管理している継続図書の個別タイトルに購入希望が出された場合の予約
付けに対応したいなどの理由から、現時点では Physical Patron Request を用い
た予約付けで運用している。この点は、WINE（Primo VE）でのリクエストが
タイトル予約であるのと異なる運用となっている。
　2020 年 3 月、Alma 運用開始後初めての年度末を迎えた。受入機能では Fiscal 
Period Closure という年度末処理、具体的には PO Line と Ledger の Rollover、
すなわち翌年度への引継ぎを必ず行う必要がある。2019 年度は初めての処理で
あったことから、まずテスト環境である Sandbox ですべての処理を実施して支




















2020 年度最大の課題である。とくに、EDI の導入によって Alma での支払デー
タ処理の大幅なスピードアップと正確性の向上が期待される。
　発注サイトとの連携は紀伊國屋書店の PLATON および丸善雄松堂の Knowl-
edge Worker と、また、EDI については紀伊國屋書店、丸善雄松堂とは発注か
ら Invoice レコードまで、早稲田大学生活協同組合とは Invoice レコードを対象
にして開発を進め、さらに、他社からも開発、導入の問い合わせを受けている。




2019 年度は従来の集計方法と Alma で取得したデータとをまとめる必要があっ
































































































今後 PO Line のデータ整備を行い、Claim 対象がシステム上のタスク一覧に表示










2020 年 3 月・4 月に Alma に移行して初めての年度末・年度始を迎えたが、





















　午前の部では Ex Libris 社の Director of Solution Architecture, APAC の Nir 
Sherwinter 氏からの製品や今後の展望の紹介、およびモンタナ州立大学図書館




















































































































































































































2017/5/25 第 1 回 早慶図書館システム共同運用検討会議（於：早稲田）
メンバー自己紹介・RFP 作成の段
取り
2017/6/8 第 2 回 早慶図書館システム共同運用検討会議（於：慶應）
メーリングリストの整備、Summon
のデモ






2017/7/6 第 4 回 早慶図書館システム共同運用検討会議（於：慶應）
RFP から選定までのスケジュール、
想定される業務イメージの作成
2017/7/13 早慶総務システム打ち合わせ RFP に関する段取り確認
2017/7/20 第 5 回 早慶図書館システム共同運用検討会議（於：早稲田） RFP の内容確定
2017/7/26 Ex Libris 社ワークショップ コンソーシアム利用を想定したAlma の説明、Q&A
2017/8/7 RFP（日・英）完成
翌日、早慶の図書館 Web サイトに
公示し、国内 4 社海外 4 社に提案を
個別に依頼
2017/8/31 （正午）RFP 意思表示 締切






2017/9/27 RFP 第一次採点 応募のあった 2 社の提案内容を各チームで採点




2017/10/27 第 7 回 早慶図書館システム共同運用検討会議（於：早稲田）
各チーム採点結果最終報告。結果 E
社を選定




















2018/2/21 Ex Libris 社との契約締結のための早慶間での覚書締結








2018/3 Ex Libris 社との契約締結
2018/3/6 早稲田リーダー会議（A） 早慶間の物流フロー案
2018/3/7 Ex Libris 社より「Basecamp」の提供






2018/3/29 Ex Libris 社 よ り テ ス ト 環 境（Sandbox）受領
2018/3/29 第 2 回 早慶リーダー会議 目録センター（仮称）の業務フローと処理対象資料について















社 4 名、慶應 10 名、早稲田 13 名参
加










2018/4/26 第 1回 Project Preparation Meet-ing（以降、合計 11 回開催）
各チームからの質問に E 社担当者
が回答していくスタイルで運営
2018/4/27 第 3 回 早慶リーダー会議 Basecamp の使い方の方針等
2018/5/15 早稲田リーダー会議（A） 図書・雑誌・電子資料ワークフロー案





2018/5/25 第 4 回 早慶リーダー会議
7 月の日本語開発ワークショップ、
























2018/7/13 早慶総務・システム打ち合わせ 7/23 日本（語）環境開発ワークショップ内容調整
2018/7/13 早慶総務打ち合わせ 「目録センター（仮称）」に関する契約形態など
2018/7/23


























2018/9/28 第 8 回 早慶リーダー会議 キックオフ後のミーティングの開催について
2018/9/28 正式キックオフ会議 スケジュールやタスクの確認





2018/10/12 第 1 回 Project Meeting 開催（これ以降、合計 51 回開催） 各チームと Ex Libris 社との質疑
2018/10/17 早慶総務・システム打ち合わせ 委託業者選定の報告（目録業務、配送）
2018/10/18 早稲田向けデータ移行用ミーティング（Project Meeting） 各チームと Ex Libris 社との質疑
2018/10/23 早稲田リーダー会議（B） Item レコードの移行対象フィールド案・委託業者選定の報告
2018/10/25 第 9 回 早慶リーダー会議
委託業者選定の報告（目録業務・配
送 ）、 開 発 優 先 課 題（Priority 
Items）の確認
2018/11/6 早稲田リーダー会議（A）










2018/11/27 早稲田リーダー会議（B） スタッフ教育プラン案、2019 年 1月以降の早稲田リーダー会議運営案
2018/11/30 第 10 回 早慶リーダー会議 2019 年以降の会議・体制
2018/12/4 第 1 回 Alma 説明会 Part 1 システム・受入・雑誌・目録チームより











（※以後、本会議は A/B の月 2 回制
をやめ、月 1 回の開催となった）













2019/1/25 第 12 回 早慶リーダー会議 データ移行テストの状況の情報共有、翻訳作業の進捗確認
2019/2/4 第 2 回 Alma 説明会 part 1 受入・雑誌・目録チームより
2019/2/6 第 2 回 Alma 説明会 part 2 電子資料・閲覧チームより
2019/2/12 早稲田リーダー会議 システム移行時の変則開館／休館案
2019/2/27～28 システム移行に関するセッション 早慶それぞれのシステム移行に関する質疑（28 日は慶應のみ）
2019/3 目録作成共同作業に関する覚書締結
2019/3/6～7 Ex Libris 社による Workshop チーム毎の質疑。3/6：早稲田開催、3/7：慶應開催
2019/3/19 早稲田リーダー会議 システム切り替え直前の利用者からの予約、利用者向け広報プラン
2019/3/29 第 13 回 早慶リーダー会議 Priority List の確認
2019/4/8 利用者向け広報開始 図書館 Web サイト、館内でのポスター掲示等





2019/4/26 第 14 回 早慶リーダー会議 Priority List・スケジュールの確認、6 月の Workshop の開催方法
















2019/6/5 日本経済新聞社 取材 所長・館長が対応
2019/6/5 第 15 回 早慶リーダー会議 Priority List確認、「早慶目録ユニット」呼称決定
2019/6/5～6 Ex Libris 社による Workshop 6/5：早稲田向け、6/6：慶應向けで開催。6/6 は早慶共通課題も質疑




















2019/7/1 Alma 説明会 Part 1 図書（発注）
2019/7/3 Alma 説明会 Part 2 図書（受入・Invoice）
2019/7/8 Alma 説明会 Part 3 雑誌（発注・受入・Invoice）
2019/7/16 Alma 説明会 Part 4 雑誌（リニューアル）・電子資料
2019/7/16 館長・所長懇談 合同シンポジウム開催・プレスリリース等について
2019/7/21 旧システムでのデータ更新凍結 主に目録・所蔵・発注データなど。貸出や利用者データの修正は継続
2019/7/23 早稲田リーダー会議 PJ 関連の館内情報共有の方法・今後の PJ 体制案








2019/7/30 Alma 説明会 Part 5 図書（7/1, 3 のフォローアップ研修・受入以降のフロー）
2019/8/19 本番データ移行作業の完了、検証作業開始








2019/8/27（火） Ex Libris 社へ本番データ提供（閲覧系）
最終の貸出データ・利用者データな
どの提出





2019/8/30（金） 早慶 E の三者でシステム移行完了を確認
この時点で新システムが客側（早
慶）に引き渡されたことになる。





2019/9/2（月） 新 WINE システムによる業務開始
2019/9/2（月） 早慶目録ユニット・早稲田受入センター業務開始







2019/9/27 第 17 回 早慶リーダー会議
開発段階から運用段階への移行




2019/10/25 第 18 回 早慶リーダー会議 シンポジウム、STS について
2019/10/31 STS ミーティング 運用段階における不具合報告の方法など





2019/11/11 早慶シンポジウムの広報開始 図書館 Web サイト等にて
2019/11/26 早稲田リーダー会議 12 月以降の PJ 体制等





















2019/12/20 第 20 回 早慶リーダー会議 PJ メンバーの変更、1 月オンサイトミーティング、2 月シンポジウム
2020/1/16 統括チーム 座談会 PJ 年表づくりのための振り返り
2020/1/21 早稲田リーダー会議
2020/1/22 第 1 回オンサイトミーティング（於：早稲田）
チーム毎の質疑＋ Ex Libris 本社メ
ンバーを含めた Web 会議








2020/2/27 第 22 回 早慶リーダー会議 シンポジウム振り返り、4/22 オンサイトミーティング準備
2020/3/17 早稲田リーダー会議 各チームからの報告
2020/3/19 第 23 回 早慶リーダー会議 ＊流会
2020/3/31 早慶図書館業務共同化プロジェクト PMO 終了
中央図書館 1 階に設置していた PJ
用の事務室を閉鎖
2020/4/14 早稲田リーダー会議 対面での会議は行わず、各チーム報告の情報共有のみとした。




2020/4/22 第 2 回オンサイトミーティング（於：慶應） ＊流会
2020/5/19 早稲田リーダー会議 ビデオ会議によるリモート開催






2020/6/18 第 24 回 早慶リーダー会議（ホスト：早稲田） ビデオ会議によるリモート開催
2020/7/1 人事異動（PJ 関係者） 中里：人事部→情報管理課
2020/7/16 第 25 回 早慶リーダー会議（ホスト：慶應） ビデオ会議によるリモート開催
2020/7/22 第 2 回オンサイトミーティング（ホスト：慶應） ビデオ会議によるリモート開催
2020/9/2 早稲田リーダー会議 ビデオ会議によるリモート開催
2020/9/10 第 26 回 早慶リーダー会議（ホスト：早稲田） ビデオ会議によるリモート開催












チーム名 リーダー メンバー リーダー メンバー
統括・事務局・総務 五十嵐 入江・関口・吉田 笹渕 鈴木・小俣
システム 五十嵐 稲木・森岡 長谷川 鈴木・中里
閲覧 岡野 古賀 鈴木 稲葉・可児
ディスカバリー 保坂 長野 長谷川 中里
















































（1） 　早慶図書館協力について．ふみくら．1985/10/25，vol. 6，p. 7-9.
（2） 　Aleph を KOSMOS III へ、Primo をサービスの前面へ──システム選定か
ら稼働までの総括──．MediaNet．2010，vol. 17，p. 12-15.
（3） 　WINE Plus の導入と関連サービスの改訂．早稲田大学図書館年報．2017，
p. 11.
（4） 　荘司 雅之，鈴木 努．第5回香港 Innovativeユーザ会年次大会．ふみくら：
早稲田大学図書館報．2005，vol. 72，p. 12-13.










・ 早慶図書館相互利用報告．ふみくら．1986/5/1，vol. 8，p. 12-13.
・ 長谷川 敦史．早稲田大学と慶應義塾大学の図書館システム共同運用（特集 図



















区分 人数 備考 
A. 事前申込をした方 417 人  
B. 来場者数 275 人 ・会場での当日申込は 14 人 
C. Web 同時配信の視聴者 81 人 ・WebEx を利用 
(B+C)当日の参加者 356 人  
 
２．動画公開の視聴者数 
公開期間：2020 年 2 月 27 日(木)～3 月 13 日(金) 
形式：早稲田大学図書館 Youtube アカウントでの限定公開（URL を知る方のみ視聴可） 
 
タイトル 再生回数 
午前の部 01 開会挨拶 93 
02 Ex Libris 社による報告 80 
03 海外コンソーシアム事例報告 58 
午後の部 04 午後の部挨拶 31 
05 全体 99 
06 システム 79 
07 目録 73 
08 受入、雑誌 49 
09 電子 61 
10 閲覧 47 
11 ディスカバリー 54 
12 質疑応答 53 








４．１ 回答数  
区分 件数 
紙での回答 28 
Google フォームでの回答 58 
回答総数 86 







A 大学図書館 53 
B 大学教職員（図書館以外） 0 
C 研究機関 その他 図書館 9 
D 図書館委託業者 6 
E システム関連業者 5 
F 書店・出版社 11 
G 学生 0 






A 新しいシステムに興味があるから 46 





11, 13% 0, 0% 2, 2%
A 大学図書館








C 話を聞いてみたい登壇者がいたから 4 
A & B 18 
A & C 3 
A & B & C 8 






A 早慶図書館のウェブサイト 17 
B 国立国会図書館のカレントウェアネス 8 
C 国公私立大学図書館協力委員会・私立大学図書館協会からの案内 22 
D ちらし 16 
E その他 16 
A & B 2 
A & C 1 
B & C 2 
A & D 1 
A & E その他 1 
 






A & B & C
D その他










A & E その他
─　　─96
4 シンポジウム全体についてお聞きします。 [構成] ・ [時間配分] 
 
（５ 満足度大 ～ １満足度小） 
 時間配分 
１ ２ ３ ４ ５ 合計 
構成 １            ０ 
２            ０ 
３   1 4 1   6 
４     8 23 3 34 
５   1 2 6 37 46 
合計  ０ 2 14 30 40 86 
 
5 製品紹介・コンソーシアム事例報告・早慶からの報告は、それぞれいかがでしたか？ 
（５ 満足度大 ～ １満足度小） 
[製品紹介] への満足度 回答数 割合 
１ ０ 0% 
２ 3 4% 
３ 27 35% 
４ 32 42% 
５ 15 19% 
 
[事例報告] への満足度 回答数 割合 
１ ０ 0% 
２ ０ 0% 
３ 21 27% 
４ 32 41% 
５ 25 32% 
 
[早慶からの報告] への満足度 回答数 割合 
１  ０ 0% 
２  ０ 0% 
３ 5 6% 
４ 25 29% 
５ 55 64% 
 
